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研究成果の概要（和文）：本研究は、視覚障がい者や聴覚障がい者、あるいは健常者が、体性感覚を使用して環
境を理解できるユーザインタフェース（以下UI）を研究した。視覚障がい者用では、指に距離情報を伝えるF.B.
Fingerや多方向の環境変化を伝えるF.B.Surface、多種の環境情報をユーザに伝えるマルチモーダルなUI等を開
発した。聴覚障がい者用では、音環境を髪の毛を伝って頭皮に伝えるONTENNAを開発した。
ambient2012の論文賞、SIGRAPH ASIAグッドプレゼンテーション賞、グッドデザイン賞BEST100、情報処理学会
YAMAHA賞、デザイン学会グッドプレゼンテーション賞など多数の受賞をした。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed the "environment perception user interfaces" 
which enable every person including hearing loss and visually impaired individuals to extend tactile
 sense or auditory perception for recognizing surroundings. In the case of user interface (UI) of 
the visually impaired, we developed the two UIs. First, a UI(F.B.Finger) conveys distance 
information to user's fingers using somatic and tactile sensations.Second, a UI(F.B.Surface) 
provides environmental changes, so that the users can obtain various kinds of environmental 
information. In the case of people with hearing impairments, we developed a UI (ONTENNA) that 
conveys the acoustic environment through hairs to skin of user's head.
International Conference Paper Award(ambient2012), SIGRAPH ASIA Good Presentation Award,Good Design 
Award BEST 100, Information Processing Society YAMAHA Award, Design Society Good Presentation Award.

研究分野： 情報デザイン
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１．研究開始当初の背景 
	 視覚障がい者用の環境知覚ユーザインタフ

ェース(ＵＩ)は，情報出力方式から，音を使

用した機器と振動を使用した機器とに分けら

れる．従来の研究は，物体への距離を識別す

るために推論のような間接的な認知の技能が

必要であり直感的に理解することが難しい．

研究代表者らは，関節の動きや体の動きを等

の体性感覚を用い，聴覚を妨げることなく，

人に理解しやすい方式で伝達するＵＩを実現

したCyARM（岡本ら,2006）やF.B.Finger(岡本

ら,2011)の開発実績がある．		

	 また，聴覚障がい者の環境知覚ＵＩの先行

研究は，音声スペクトルを振動パターンに変

換するなどがあるが，表現が記号的であり推

論の技能が必要である．	

	 空間情報や音響情報を障がい者に自然に伝

達するために，あるいは健常者の空間認識や

音響感覚を創造するためにも，触覚や関節覚

などの体性感覚を用いた方法は，ＵＩの基本

となると考える．空間印象を伝えるＵＩによ

って創られる環境の印象は，個々の刺激（触

覚など）の精度を高めるだけでは実現するこ

とは難しく，マルチモーダルな組み合わせを

工夫する必要がある．	

	

２．研究の目的 
	 人の体性感覚に着目し，体性感覚（触覚・

関節覚等）の組み合わせや特殊感覚（視覚・

聴覚など）との連携による新しい環境認識ユ

ーザインタフェースを研究するものである．

研究は大きく２つのアプローチで研究を行

う．一つは，視覚を用いないで環境の印象を

認識するＵＩを開発する．この研究に先立つ

研究（F.B.Finger:基盤 C(デザイン学，

H22-H24)）では，指の関節や指の腹へ空間距

離を伝えることで視覚障がい者に空間の印

象（距離感など）を伝えることを可能にした．

触感や関節感を用いることは，認識に有効な

方法であったが，注視する範囲が狭く環境の

多面的な印象を伝えることは出来なかった．

そこで，面的な（空間的な）印象（ランドス

ケープ）を伝えるＵＩを開発する．二つ目は，

聴覚を用いないで音環境の印象を認識する

ＵＩを開発する．音と空間は異質の物だが，

体性感覚のレベルでは，類似の性質があるよ

うに考えている．音の位置や性質の面的な印

象（サウンドスケープ）を人に伝えるＵＩを

開発する．それぞれ基礎的な実験と新しいセ

ンサーの開発を行い，ムービングプロトタイ

プを開発しその効果を検証する．	

	

３．研究の方法	

	 初年度は，既存の様々なセンサーと出力

（張力，振動など）を組み合わせた体験実験

プロトタイプを多数作成し，ＵＩ要素と身体

部位（動作）との関係により創られる触感・

音感イメージの基礎ライブラリを作成した．

また身体に面的に取り付ける方法（ウェアラ

ブル）や，新しいセンサーや出力装置の設計

した．２から３年目は，前年のプロトタイピ

ングから生まれたアイデアを実現する為に

入出力環境をデザインし，物的環境や音環境

を多元的に理解するＵＩを開発・評価をおこ

なった．最終年度は，新しい環境印象認識装

置を用いて，学会や展覧会等に出展を行った．	

	

４．研究成果	

	 視覚障がい者の「環境知覚ユーザインタフ

ェース」のパートでは、視覚障がい者の指に

距離情報を伝えるＵＩ（F.B.Finger）やユー

ザの周囲の環境変化を伝えるＵＩ

(F.B.Surface)，服をＵＩにした装置

（F.B.Cloth），非接触で微細な対象物の特徴

を伝えるＵＩ（PD-A）と距離を振動で伝える

る小型装置(PD-B)などを開発した．

F.B.Fingerは，対象までの距離を正確に伝え

ることが実験によって確認された．しかし，

赤外線距離センサーや超音波距離センサーの

特性上，自然環境下でのノイズをクリアする



ことは，現時点では難しい．新たな課題であ

る．また，多種の環境情報をユーザに伝える

「環境知覚ユーザインタフェース」の開発も

開始した．「そこに，丸くて，明るくて，暖

かいものがある」という感覚を理解する為の

試作機である．	

	 聴覚障がい者向けでは，音環境を髪の毛を

伝って頭皮に伝えるＵＩ(ONTENNA)を開発し

た．これは，環境音を振動に変換する小型ユ

ニットであり，髪の毛等に装着して使用する．

ユーザビリティと装着した時の見栄えの両方

を考慮したＵＩのカタチである．音圧の変化

に絞ったＵＩであるが，発音体の移動・接近，

音の有無やリズムなど，聴覚障がい者にとっ

て有効な情報をユーザに伝達することに成功

した．	

	 これらをデザインする為に，参加型デザイ

ンの手法(Participatory	Design)を取り入れ，

デザインプロセスに当事者（視覚障がい者，

聴覚障がい者等）に参加いただき，課題の発

見とアイデアつくり，評価に参加していただ

く取り組みを始めた．	

	 F.B	Finger は、「SIGRAPH	ASIA」でグッド

プレゼンテーション賞や国際会議の論文賞

を受賞した.	ONTENNA は,	「グッドデザイン

賞 BEST100」および「審査員特別賞」など多

数の賞を受賞した.視覚障がい者のデザイン

参加キット「クリエイティブキット」は，情

報処理学会から「YAMAHA 賞」を受賞した．F.B.	

Surface は，日本デザイン学会「グッドプレ

ゼンテーション賞」を受賞した．	
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